
プレスリリース



 

1/2 

報道関係者各位            2014/4/28 

 
富士北麓地域の周遊支援・活性化プロジェクト「吉田じかん（試行版）」を実施します 

 

慶應義塾大学SFC研究所 

富士吉田みんなの貯金箱財団 

富士吉田市地域おこし協力隊 

【概要】 

 この度、慶應義塾大学SFC研究所（玉村雅敏研究室、場づくりマーケティング・コンソーシア

ム）と、富士吉田市の市民財団である一般財団法人・富士吉田みんなの貯金箱財団（代表理事・

齊藤智彦）、富士吉田市地域おこし協力隊（齋藤萌隊員）は、協働による周遊支援・活性化プロ

ジェクト「吉田じかん」の試行を行ないます。同プロジェクトでは、慶應義塾大学の学生や研究

員、地域住民、地域おこし協力隊員などによる協働調査を通じて、富士山にまつわる文化、富士

山の水の恵みを活かした繊維産業、歓楽街の面影を残す西裏地区の街並み、個性豊かな郷土料理

や飲食店等の富士吉田・富士北麓地域ならではの魅力などを発掘し、写真や情報を名刺サイズの

カードにまとめました。そしてカードを観光拠点で配布することで、観光客など地域を訪れた方

が様々な場やスポットを発見し各所を周遊し、地域特性があふれ、豊かな経験価値を実感できる

仕組みを提供することを目指します。また、カード掲載事業者と富士吉田みんなの貯金箱財団の

連携・協力関係を促進し、まちづくりのための新しい資金循環を生み出す試みを行ないます。 

 まずは5月から7月の3ヶ月間、観光周遊支援基盤構築に向けた試行と位置づけ、61種類・各500

枚のカードを富士吉田市内及び周辺の施設で配布します。その試行を踏まえ、スマートフォンの

アプリケーション等の媒体活用・連携も検討します。 

 

【カードについて】※2014年4月現在 

種類：61（①観光（景観・体験・街歩きスポット）20種、②買い物（織物、雑貨、おみやげ）16種、 

③ごはん（食事、食べ歩き）25種） 

掲載内容：（表面）写真、名称、キャッチフレーズ、 

富士吉田みんなの貯金箱財団ロゴ（同財団への寄付事業者のみ掲載） 

（裏面）写真（小）、名称、説明文、営業情報、地図QRコード 
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【配布について】 

什器：２種類（回転式什器・横置き型什器） 

設置場所：道の駅富士吉田、富士山駅観光案内所、富士ビジターセンター、 

富士山世界遺産インフォメーションセンター等（予定） 

配布種類・枚数：61種類×各500枚＝30,500枚 

 

＜什器イメージ＞ 
 

 
【掲載スポット一覧】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本発表資料に関するお問い合わせ先  
慶應義塾大学 SFC研究所（玉村研究室） E-mail：tama-sec@sfc.keio.ac.jp（担当：菅井） 

富士吉田みんなの貯金箱財団 E-mail：info@fpbf.jp（担当：齊藤智彦） 

富士吉田市地域おこし協力隊 E-mail：contact@fujiyoshida-kyouryokutai.jp（担当：齋藤萌） 

代表問い合わせ先（TEL：03-4590-0444  FAX:045-330-4343） 


